違和と彫刻 : デカルコマニーに見る対称性と浮遊するイメージ [要旨] by 内田 麻ゆ
    
 
 
氏名 内田 麻ゆ 




学位論文等題目 〈論文〉 違和と彫刻  
～デカルコマニーい見る対称性と浮遊するイメージ～ 
 〈作品〉 「LILY」 「GIRLS」 「ALICE」 「SWAN」 
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 原 真一 
（論文第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 布施 英利 
（作品第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 深井 隆 
（副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 林 武史 































































































































    
 
偶然できた左右対称の図像を手がかりに、平面から立体へとイメージを構成し造形していく。長い期間に及
ぶ制作の中で、形態はゆっくりと流動的に変化していく。素材とのやり取りを経ることで生まれる「手触り」
が定着され、かたちになる。 
論文では、デカルコマニーによって現れる図像に、対称性、偶然性、増殖性、を取り上げ考察していく。
それらから発生するイメージのズレや違和感が、目に見えない「不確かな存在」として自身の制作のモティ
ーフに繋がることが述べられる。またその視覚的効果について、歴史や過去の自作を交え論じられていく。
論述は、制作を通して感じたイメージやインスピレーションについて率直な言葉で書かれている。作りなが
ら感じる「気配」や「予感」といった微妙な感覚を言語化するのは非常に難しいが、筆者は自己の内面と向
き合いながら、慎重に言葉を選んでいる。彫刻の仕事、手で作ることから紡ぎ出された論考として深く共感
できる。 
作品「GIRLS」「ALICE」「SWAN」「LILY」の４点はいずれもデカルコマニーからのイメージが大理石を素材に
彫られている。中でも「LILY」は大きな一塊の大理石の彫刻で、左右対称性と正面性の中に動物や植物のイ
メージが重層的に構成され彫られている。高い技術と確かな造形力は彫刻としての強度を保ち、丁寧に仕上
げられた滑らかなフォルムと、わずかに透明感のある表面は肌理こまかく美しい。彫り残された荒い石肌と
のバランスやテクスチヤーを上手く使い、不思議な距離感と作者のいう浮遊感を引き出すことに成功してい
る。要素を加え過ぎることで陥りがちなイメージの狭小化に注意をはらい、彫刻としての大きさと量感、素
材の強さを維持し、静かで内面的な広がりのある存在感を作り出した。 
簡単には扱えない素材に誠実に向き合いながら造形し考察された本研究は、彫刻の新たな視座と可能性を
拡げるものとして高く評価できる。 
以上のことから、本研究は論文、作品ともに博士学位授与に値すると評価し、審査委員一同、彫刻科教員
全員一致で合格と認める。 
